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Presentation Notes
※実験変数の中でも，特に着目した２項目を赤字
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Presenter
Presentation Notes
・破壊傾向の概略
・2方向ピーク時における最大荷重は，梁曲げ降伏強度の矩形評価線の内側
→詳細な検討はH24年度に行う
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Presenter
Presentation Notes
研究の目的は，既存RC造建物の伝達関数等から，入力地震動の特性と，構造物の応答特性を検討すること。
観測対象は，文京区・本郷に建つ，RC造，地上9階地下2階，築44年，2005年に耐震改修済。
枠付き鉄骨ブレース＋柱炭素繊維巻き補強。直接基礎で、N値10の関東ローム層下の礫層に支持させる。
計測は，地表面，1階，7階。最大応答加速度は360gal，最大応答速度は，38.5 kine。計測震度は4.8（5弱)。
構造被害なし。上階で棚上の物品が一部で落下する程度。
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Presenter
Presentation Notes
2004年から2012年4月までの51記録について分析。
2005年の耐震改修でEW（梁間）、NS（桁行） とも固有周期が低下。
本震で、一次固有周期が増大。特に120～180秒あたりで増大。揺れの最後で一次固有周期は減少。
一次固有周期の伸びは、変位振幅に依存。
梁間方向の揺れは複雑。ピークが複数、周期変化大。原因は、ねじれ振動・ロッキング振動の影響か。
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